
 

研究科・学部 教授会議事録 

〔令和５年１２月２１日（木）14:29～16:24〕 

 
◇令和５年１１月１６日（木）開催の研究科・学部教授会議事録（案）の確認の結果、承認された。 

 

【議 事】 

Ⅰ．報告事項 

１．委員会報告について 

研究科長、各議長並びに各委員長から、報告資料１に基づき、報告があった。 

＜研究科内委員会・会議＞ 

1-1．将来計画委員会（R5.12.14） 

 将来計画委員会委員長から、教授定年退職後のスペースについて、確認事項の報告があった。 

1-3．研究推進会議                           

1-4．学務会議（R5.12.15）           

1-5．予算・施設会議（R5.12.14） 

1-6．情報・広報会議 

1-7．臨床研究倫理審査委員会 

  臨床研究倫理審査委員会委員長から、多機関共同研究の審査について留意事項等の説明  

があった。  

1-8. 薬学評価会議 

 薬学評価会議議長から、以下の発言があった。 

・追、再試験を含む定期試験問題、答案の保管について依頼（リマインド） 

・自己点検・評価の状況について（２０１７年度評価の「Ⅳ大学への提言３ 改善すべき点 」

に対する改善報告の審議結果が、薬学教育評価機構から２０２３年３月１４日に通知され

ており、次の自己点検・評価対象年度までの対応期間が非常に短いこと） 

1-9. 国際交流委員会（R5.12.14） 

  国際交流委員会委員長から、グローニンゲン大学とのＷＥＢ研究交流会を来年６月頃実施す

る旨のアナウンスと各分野の研究紹介の英語版作成について依頼があった。 

＜大学内委員会等＞ 

1-11．教育研究評議会（R5.12.20）                 

1-12．部局長会議（R5.12.20）                   

1-15．医歯薬生命系戦略会議（R5.12.20）  

  研究科長から、学びのイノベーションプラットフォームについて、今後、協力要請がある旨

の説明があった。           

 

２．天然物創薬学分野の基幹分野化について 

  研究科長から、令和５年１２月１日付け天然物創薬学分野の基幹分野化について、報告が  

あった。 

 

３．ＣＢＴ体験受験成績の利用について 

  学務会議議長から、報告資料２に基づき、報告があった。 



 

 ４．希望分野照会の集計結果について 

   学務会議議長から、報告資料３に基づき、報告があった。 

 

 ５．シラバスフォーマットの改定について 

   学務会議議長から、報告資料４に基づき、報告があった。なお、英語版については、２月頃

実装される予定である。 

 

 ６．大学入試における女子枠の設定について 

   学務会議議長から、大学入試における女子枠の設定について、基礎工学部より入試課へ申し

出があったため、各部局に意見照会が予定されていること、意見をまとめて回答することとな

る旨報告があった。 

    

 ７．月別電力使用量について  

   研究科長から、報告資料５に基づき、報告があった。 

 

８．その他 

（１）全国薬科大学長・薬学部長会議 令和５年度第２回総会（R5.12.8開催）について 

研究科長から、報告資料５に基づき、報告があった。 

 

Ⅱ 協議事項 

 １．教育研究評議員の選出について   

   研究科長から、協議資料１に基づき説明があり、投票を行った結果、量子生命情報薬学分野

教授を選出した。任期は２年（令和６年４月１日から令和８年３月３１日まで）。 

 

２．令和６年度非常勤講師について 

 学務会議議長から、協議資料２に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

３．先進研究コースＱＥ／編入試験の実施要領について 

  学務会議議長から、協議資料３に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

４．薬友会賞若手奨励賞（Ｂ６）の候補者について 

  学務会議議長から、協議資料４に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

５．Pharm.Dコースのカリキュラムについて 

  学務会議議長から、Pharm.Dコースのカリキュラムについて、国際交流委員会と実践薬学教育 

センターが連携してワーキングを立ち上げ、今後検討していく旨説明があり、協議の結果、  

承認された。 

 

６．本学名誉教授候補者の推薦について 

研究科長から、協議資料５に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 



 

７．令和５年度招へい教員等の受入れについて 

  研究科長から、協議資料６－１及び６－２に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

８．２０２４年度公益財団法人西村奨学財団国際交流助成制度による外国人研究者の受入れに 

ついて 

  国際交流委員会委員長から、協議資料７－１及び７－２に基づき説明があり、協議の結果、  

承認された。 

 

９．令和７年度概算要求（施設整備費補助金）について 

  予算・施設会議議長から、協議資料８に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

   

１０．レンタルラボ施設利用について 

  予算・施設会議議長から、協議資料９に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

１１．教員人事について 

（１）分子生物学分野の准教授または講師選考委員会の設置について 

  研究科長及び選考委員長から、協議資料１０に基づき標記委員会の立ち上げ及び委員選出の 

説明があり、協議の結果、承認された。 

 

 

  次回研究科・学部教授会   令和６年１月１８日(木) 研究教育安全管理委員会終了後 

  


